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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第69期

第３四半期連結
累計期間

会計期間
自　平成29年３月１日
至　平成29年11月30日

営業収益 （百万円） 88,350

経常利益 （百万円） 2,173

親会社株主に帰属する四半期純

利益
（百万円） 1,771

四半期包括利益 （百万円） 1,842

純資産額 （百万円） 22,017

総資産額 （百万円） 76,831

１株当たり四半期純利益金額 （円） 53.37

潜在株式調整後１株当たり四半

期純利益金額
（円） -

自己資本比率 （％） 28.7

 

回次
第69期

第３四半期連結
会計期間

会計期間
自　平成29年９月１日
至　平成29年11月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 20.56

　（注）１．当社は、前事業年度まで連結財務諸表を作成していないため、第68期第３四半期連結累計期間及び前連結会

計年度については記載しておりません。

２．当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

しておりません。

３．売上高には、消費税等は含んでおりません。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

５．営業収益は、売上高と営業収入を合計したものです。

 

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが営む事業の内容について、重要な変更はありません。

　なお、当社では、持株会社体制への移行に向けて諸準備を進め、平成29年９月１日付で商号を「株式会社ミスター

マックス・ホールディングス」に変更するとともに、ディスカウントストア事業を新規設立した株式会社ミスター

マックス（平成29年９月１日付で株式会社ミスターマックス分割準備会社から商号変更）に承継しました。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクにおいて重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】

該当事項はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　当事業年度より、持株会社へ移行するにあたり連結決算へ移行いたしました。平成29年９月１日付で商号を「株

式会社ミスターマックス・ホールディングス」に変更し、ディスカウントストア事業を新しく設立した株式会社ミ

スターマックス（平成29年９月１日付で株式会社ミスターマックス分割準備会社から商号変更）に承継いたしてお

ります。また、前事業年度において決算期を３月31日から２月末日に変更いたしました。そのため、前年同四半期

及び前期末との比較分析は行っておりません。

 

（１）業績の状況

　「普段の暮らしをより豊かに、より便利に、より楽しく」を経営理念とする当社グループは、「価値ある安

さ」をお客様に提供するべく、特に購買頻度の高い、普段の暮らしに直結する商品について、年間を通じて低価

格を実現する取り組みを強化してまいりました。当第３四半期連結累計期間においても、４月より実施している

暮らしに密着した500商品の値下げ断行セールを継続するとともに、９月からは低価格を打ち出した商品につい

て日本一の販売量を目指す「日本一キャンペーン」を実施するなど、安さの徹底に努めました。

　また、お客様の利便性を高める取り組みとして、既存のショッピングセンターの改装を実施しました。４月に

大分県宇佐市のＭｒＭａｘ宇佐ショッピングセンター、６月に熊本県山鹿市のＭｒＭａｘ山鹿ショッピングセン

ター、９月に東京都町田市のＭｒＭａｘ町田多摩境ショッピングセンターを改装いたしました。さらに、10月に

は、クーポンや特売情報を配信する公式アプリをリリースし、サービス開始２ヶ月で会員登録数が６万６千人を

突破いたしました。

　当第３四半期連結累計期間の経営成績は、営業収益（売上高+不動産賃貸収入+その他の営業収入）は、883億

50百万円となりました。販売費及び一般管理費は199億89百万円となり、その結果、営業利益は17億83百万円、

経常利益は21億73百万円、親会社株主に帰属する四半期純利益は17億71百万円となりました。

 

（２）財政状態の分析

（総資産）

　当第３四半期連結会計期間末における総資産は、768億31百万円となりました。流動資産については、172億

84百万円となりました。主な内訳は、商品109億７百万円、売掛金26億14百万円です。固定資産については、

595億47百万円となりました。主な内訳は、有形固定資産467億76百万円、投資その他の資産123億69百万円で

す。

（負債）

　当第３四半期連結会計期間末における負債は、548億14百万円となりました。主な内訳は、長期借入金162億

86百万円、支払手形及び買掛金97億98百万円、１年内返済予定の長期借入金90億96百万円です。

（純資産）

　当第３四半期連結会計期間末における純資産は、220億17百万円となりました。主な内訳は、資本金102億29

百万円、資本剰余金79億80百万円です。
 

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。
 
（４）研究開発活動

該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 80,000,000

計 80,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成29年11月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成30年１月11日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 39,611,134 39,611,134

東京証券取引所

（市場第一部）

福岡証券取引所

単元株式数

100株

計 39,611,134 39,611,134 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高

(百万円)

平成29年９月１日～

平成29年11月30日
－ 39,611,134 － 10,229 － 7,974

 

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成29年８月31日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

①【発行済株式】

平成29年11月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 　－ － －

議決権制限株式（自己株式等） 　－ － －

議決権制限株式（その他） 　－ － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 6,413,300 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 33,061,300 330,613 －

単元未満株式 普通株式 136,534 － 一単元（100株）未満の株式

発行済株式総数  39,611,134 － －

総株主の議決権 　－ 330,613 －

（注）上記「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が、3,500株（議決権の数35個）含ま

れております。

②【自己株式等】

平成29年11月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

株式会社ミスターマック

ス・ホールディングス

福岡市東区松田
一丁目５番７号

6,413,300 - 6,413,300 16.2

計 － 6,413,300 - 6,413,300 16.2

（注）１．上記のほか、株主名簿上は当社名義となっておりますが、実質的に所有していない株式が400株（議決権の数

４個）あります。

なお、当該株式は、上記「発行済株式」の「完全議決権株式（その他）」の欄の普通株式に含めております。

２．当第３四半期会計期間末の自己株式数は6,413,775株です。

３．株式会社ミスターマックスは平成29年９月１日付で株式会社ミスターマックス・ホールディングスに商号を変

更しております。

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成29年９月１日から平

成29年11月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成29年３月１日から平成29年11月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

 （単位：百万円）

 
当第３四半期連結会計期間

(平成29年11月30日)

資産の部  

流動資産  

現金及び預金 1,423

売掛金 2,614

商品 10,907

貯蔵品 65

その他 2,273

流動資産合計 17,284

固定資産  

有形固定資産  

建物及び構築物（純額） 15,774

土地 27,166

その他（純額） 3,835

有形固定資産合計 46,776

無形固定資産  

その他 401

無形固定資産合計 401

投資その他の資産  

その他 12,369

投資その他の資産合計 12,369

固定資産合計 59,547

資産合計 76,831
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 （単位：百万円）

 
当第３四半期連結会計期間

(平成29年11月30日)

負債の部  

流動負債  

支払手形及び買掛金 9,798

電子記録債務 5,641

短期借入金 900

1年内返済予定の長期借入金 9,096

未払法人税等 644

賞与引当金 469

システム開発中止に伴う引当金 120

その他 3,602

流動負債合計 30,273

固定負債  

長期借入金 16,286

退職給付に係る負債 953

店舗閉鎖損失引当金 187

システム開発中止に伴う引当金 17

資産除去債務 1,146

その他 5,948

固定負債合計 24,540

負債合計 54,814

純資産の部  

株主資本  

資本金 10,229

資本剰余金 7,980

利益剰余金 6,386

自己株式 △2,600

株主資本合計 21,996

その他の包括利益累計額  

その他有価証券評価差額金 114

繰延ヘッジ損益 0

退職給付に係る調整累計額 △93

その他の包括利益累計額合計 21

純資産合計 22,017

負債純資産合計 76,831
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

 （単位：百万円）

 
 当第３四半期連結累計期間
(自　平成29年３月１日
　至　平成29年11月30日)

売上高 ※ 84,887

売上原価 66,578

売上総利益 18,309

営業収入  

不動産賃貸収入 2,898

その他の営業収入 564

営業収入合計 3,463

営業総利益 21,772

販売費及び一般管理費  

販売費 4,269

一般管理費 15,719

販売費及び一般管理費合計 19,989

営業利益 1,783

営業外収益  

受取利息 36

受取手数料 150

助成金収入 158

店舗閉鎖損失引当金戻入額 103

その他 133

営業外収益合計 582

営業外費用  

支払利息 180

その他 11

営業外費用合計 192

経常利益 2,173

特別利益  

投資有価証券売却益 35

テナント解約収入 4

受取和解金 718

特別利益合計 758

特別損失  

固定資産除却損 25

割増退職金 10

システム開発中止に伴う損失 389

特別損失合計 424

税金等調整前四半期純利益 2,507

法人税、住民税及び事業税 743

法人税等調整額 △8

法人税等合計 735

四半期純利益 1,771

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,771
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

 （単位：百万円）

 
 当第３四半期連結累計期間
(自　平成29年３月１日
　至　平成29年11月30日)

四半期純利益 1,771

その他の包括利益  

その他有価証券評価差額金 61

繰延ヘッジ損益 0

退職給付に係る調整額 9

その他の包括利益合計 71

四半期包括利益 1,842

（内訳）  

親会社株主に係る四半期包括利益 1,842

非支配株主に係る四半期包括利益 -
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

　（１）連結の範囲の重要な変更

　第１四半期連結会計期間より、「株式会社ミスターマックス（平成29年９月１日付で株式会社ミスターマッ

クス分割準備会社から商号変更）」を新規設立したため、連結の範囲に含めております。

　なお、当社では、持株会社体制への移行に向けて諸準備を進め、平成29年９月１日付で商号を「株式会社ミ

スターマックス・ホールディングス」に変更するとともに、ディスカウントストア事業を新規設立した株式会

社ミスターマックス（平成29年９月１日付で株式会社ミスターマックス分割準備会社から商号変更）に承継し

ました。

　（２）持分法適用の範囲の重要な変更

　該当事項はありません。

 

（四半期連結損益計算書関係）

※　消化仕入による売上の純額は次のとおりであります。

当第３四半期連結累計期間
（自 平成29年３月１日
至 平成29年11月30日）

886百万円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
当第３四半期連結累計期間
（自 平成29年３月１日
至 平成29年11月30日）

減価償却費 1,650百万円

 

（株主資本等関係）

当第３四半期連結累計期間（自　平成29年３月１日　至　平成29年11月30日）

１．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額

（百万円）

1株当たり

配当額（円）
基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年５月26日

定時株主総会
普通株式 464 14.0 平成29年２月28日 平成29年５月29日 利益剰余金

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当第３四半期連結累計期間（自　平成29年３月１日　至　平成29年11月30日）

当社グループは、小売及びこれに付随する事業を行う単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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（企業結合等関係）

　共通支配下の取引等

（１）取引の概要

①　対象となった事業の名称及びその事業の内容

　　当社のディスカウントストア事業

②　企業結合日

　　平成29年９月１日

③　企業結合の法的形式

　　当社を吸収分割会社とし、当社100％出資の株式会社ミスターマックスを吸収分割承継会社とする会社分割

④　結合後企業の名称

　　株式会社ミスターマックス（当社の連結子会社）

⑤　その他取引の概要に関する事項

　当社は、責任体制の明確化を図り、価値ある安さの提供と当社の収益を両立できるようローコスト運営

に磨きをかけていくとともに、積極的な組織再編、戦略的なＭ＆Ａやアライアンスなど、環境の変化に即

応できる体制を構築することを目的としております。

（２）実施した会計処理の概要

　「企業結合に関する会計基準」及び「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」に基づ

き、共通支配下の取引として処理しております。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成29年３月１日
至　平成29年11月30日）

１株当たり四半期純利益金額 53円37銭

（算定上の基礎）  

親会社株主に帰属する四半期純利益金額

（百万円）
1,771

普通株主に帰属しない金額（百万円） -

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益金額（百万円）
1,771

普通株式の期中平均株式数（千株） 33,197

（注） 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成30年１月11日

株式会社ミスターマックス・ホールディングス

 

取締役会　御中
 

新日本有限責任監査法人
 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 宮本　義三　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 德永　陽一　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ミス

ターマックス・ホールディングス（旧社名：株式会社ミスターマックス）の平成29年３月１日から平成30年２月28日まで

の連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成29年９月１日から平成29年11月30日まで）及び第３四半期連結累計期間

（平成29年３月１日から平成29年11月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期

連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ミスターマックス・ホールディングス（旧社名：株式会社ミ

スターマックス）及び連結子会社の平成29年11月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間

の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管

しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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